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特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
、
心

臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
血
管
の
病
気
を

予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
診
で

す
。
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
毎
年
35

歳
以
上
の
国
保
加
入
者
を
対
象
に
特
定

健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度

の
申
し
込
み
開
始
は
2
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
が
き
（
市

民
を
対
象
と
し
た
が
ん
検
診
の
申
し
込

み
と
兼
用
）
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、

該
当
欄
に
○
印
を
記
入
の
う
え
郵
送
す

る
か
、直
接
、地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
で
防
ご
う
！
生
活
習
慣
病

　

私
た
ち
の
健
康
を
脅
か
す
ガ
ン
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
は
、
偏
っ

た
食
事
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣

が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
活
習
慣
病
は
死
因
の
多
く
を
占

め
、
特
に
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
よ
う
に

血
管
が
詰
ま
る
な
ど
し
て
起
こ
る
病
気

は
障
害
や
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
自
分
の
身
体
の
健
康
状
態

を
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
そ

し
て
医
療
制
度
を
利
用
す
る
す
べ
て
の

国
保
加
入
者
の
た
め
に
も
、
年
１
回
特

定
健
診
を
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

軽
い
異
常
で
も
怖
い

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
「
体
に
異
常
を
感
じ
な
い
か
ら
特
定

健
診
を
受
け
な
い
」
と
か
、「
異
常
が

発
見
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
数
値
が
悪

化
し
て
い
な
い
か
ら
」
と
放
置
す
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
肥

満
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症

な
ど
は
、
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
な

り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
値
は
“
ち
ょ
っ

と
し
た
異
常
”
で
も
、
3
～
4
つ
重
な

る
と
、何
も
異
常
が
無
い
場
合
と
比
べ
、

約
36
倍
も
心
臓
病
を
発
症
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
“
ち
ょ
っ
と
し
た
異

常
”
を
生
活
改
善
に
よ
り
解
消
す
る
こ

と
で
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
深

刻
な
病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

現
在
の
制
度
で
は
、
平
成
24
年
度
ま

で
に
①
特
定
健
診
の
受
診
率
65
％
以
上

②
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
45
％
以
上

③
メ
タ
ボ
の
該
当
者
・
予
備
群
の
減
少

率
10
％
以
上
な
ど
の
国
が
定
め
る
目
標

値
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
達
成
で
き

な
い
場
合
は
、
国
保
が
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
へ
支
払
う

後
期
高
齢
者
支
援
金
（
負
担
金
）
が
最

大
10
％
増
額
と
な
る
決
ま
り
が
あ
り
ま

す
。
長
寿
医
療
制
度
は
平
成
24
年
度
を

も
っ
て
廃
止
予
定
で
す
が
、
こ
の
点
は

新
し
い
医
療
制
度
に
も
継
続
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。
本
年
度
、
市
の
特
定
健
診

受
診
率
は
約
32
％
の
見
込
み
で
す
。
こ

の
ま
ま
目
標
値
に
達
し
な
い
場
合
は
国

保
の
負
担
が
増
え
、
そ
の
結
果
と
し
て

国
保
税
率
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
助
成
制
度

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

人
間
ド
ッ
ク
や
一
部
の
脳
ド
ッ
ク
の

検
査
項
目
に
は
特
定
健
診
の
検
査
項
目

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
検

査
結
果
を
市
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
保
で
は
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
受

診
費
用
の
一
部
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

平
成
22
年
度
か
ら
特
定
健
診
受
診
者

全
員
に
心
電
図
検
査
を
追
加
実
施
す
る

な
ど
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
更
に
魅
力
あ
る
特
定
健
診
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
意
見
、

要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問
穂
市
民
課
国
保
年
金
担
当

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診

35
歳
に
な
っ
た
ら
特
定
健
診
を
！

特
定
健
診
受
診
率
は
約
32
％（
見
込
み
）

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
を
進
め
、
仲
間
と
と
も
に
地

域
で
活
動
す
る
人
を
養
成
す
る
シ
ニ
ア

大
学
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
講
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
で
、学
習
意
欲
が
あ
り
、

積
極
的
に
社
会
参
加
を
目
指
す
人

●
受
講
時
間　

2
年
間

（
年
間
標
準
学
習
日
数
は
15
日
間
）

●
学
習
内
容　

教
養
講
座
、技
能
講
座
、

実
践
講
座

●
募
集
定
員　

３
５
０
人（
松
本
学
部
）

●
授
業
料　
　

年
間
５
０
０
０
円
（
予

定
）
ほ
か
に
教
材
費
な
ど
が
必
要

●
募
集
期
間　

2
月
１
日
（
火
）
～
28

日
（
月
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、（
財
）
長
野
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
（

０
２
６･

２

２
６･

３
７
４
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、仲
間
と
と
も
に

地
域
で
積
極
的
に
活
動
す
る
た
め
の
企

画
力
を
養
成
す
る
講
座
「
地
域
い
き
い

き
実
践
塾
」の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
受
講
資
格　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
で
、
講
座
修
了
後
、
仲

間
と
と
も
に
地
域
に
お
い
て
社
会
参

加
活
動
を
行
う
意
欲
の
あ
る
人

●
受
講
時
間　

受
講
期
間
は
１
年
間

（
年
間
標
準
学
習
日
数
は
15
日
間
）

●
学
習
内
容　

実
践
基
礎
講
座
な
ど

●
募
集
定
員　

30
人
（
松
本
学
部
）

●
授
業
料　

年
間
１
０
０
０
円（
予
定
）

ほ
か
に
教
材
費
な
ど
が
必
要

●
募
集
期
間　

2
月
１
日
（
火
）
～
28

日
（
月
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

【
共
通
事
項
】

●
申
し
込
み　

2
講
座
と
も
各
総
合
支

所
内
市
民
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
指

定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入

学
可
否
決
定
通
知
用
の
切
手
（
は
が

き
の
場
合
は
50
円
、
封
書
の
場
合
は

80
円
切
手
）
を
添
え
て
窓
口
へ
直
接

申
し
込
む
か
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

内
高
齢
者
介
護
課
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
の
可
否
は
3
月
下

旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
先　

〒
３
９
９
‐
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢
者

介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　

市
で
は
、
4
月
か
ら
各
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
う
健
診
・
予
防
接
種
な
ど
で
、

短
時
間
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

看
護
師
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
勤
務
形
態　

月
～
金
曜
日
の
間
の
、

業
務
の
あ
る
時
間
帯

●
応
募
方
法　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康

推
進
課
窓
口
に
あ
り
ま
す「
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
応
募
期
限　

2
月
18
日
（
金
）

非
常
勤
看
護
師
の
募
集

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）
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平
成
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年

長
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シ
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問
穂
高
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者
介
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０
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７
０
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り

く

づ

康

健

平
成
23
年

長
野
県
地
域
い
き
い
き
実
践
塾

問
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介
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０
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集

募

わが家の味レシピ入賞作品／市食育標語決定！

　市内の小・中学生から募集した、わが家の味レシピと市食育標語の受賞者の皆さんを紹介します。
わが家の味レシピ　入賞 5 作品　▷「家族でおいしいホットプレートドリア」豊科南小 6年 大

お び な た
日向茉

ま な
奈さん　▷「大

豆入り和風ハンバーグ」穂高西小 5年 山
やま だ
田そよのさん　▷「かぼちゃとさつまいもの黄色サラダ」明南小 6年 横

よこうち
内

日
ひ な こ
菜子さん　▷「シャキシャキレンコンのトロッとチーズ焼き」明南小 6年 藤

ふじわら
原優

ゆう き
希さん　▷「ふんわりとうふハ

ンバーグ」明南小 6年 中
なかざわみやび
澤雅さん

安曇野市食育標語　最優秀賞　▷食べ物に感謝をこめて「いただきます」 豊科北中１年 松
まつ き
木健

けん ご
悟さん

特別賞４作品　▷「いただきます」食事に込めたありがとう。豊科北中2年 加
かと う
藤小

こゆ め
夢さん　▷おはよう、いただきます、

ごちそうさま、いってきます。豊科北中１年 河
かわ ち
地颯

そう た
太さん　▷１日のスタートダッシュは朝ごはん。豊科北中 3年 

山
やまぐち
口萌

も も
々さん　▷体におはよう朝ごはん。穂高西中 3年 松

まつくら
倉英
ひでとし
寿さん

問健健康推進課保健予防担当（481･0726 681･0703）

202011.1.26　広報あづみの

２号で食育標語、
３月号からレシピを
紹介するよ！


